
 

平成３０年１月２２日（月）～平成３０年２月２３日（金） 

 対象（応募資格） 本学に所属する学部生および大学院生等（応募要件を確認のこと） 
※休学中の大学院生等は登録できません                               

※TF 応募者向け講座については、別紙１も確認してください 

 担当科目 

BTA：学部 3~4 年生 1,000 円 ／ TA：学部 5~6 年・修士 1,300 円 博士 1,500 円   

TF：博士 2，000 円 ポスドク 非常勤講師相当 ※交通費の支給はありません 

令和４年度前期の全学教育科目ティーチング・アシスタント等候補者を募集します。この募集は、教員がティーチ

ング・アシスタント等（BTA/TA/TF）の配置を希望した際、ＴＡ等が見つからない場合に対応する登録制度です。 
学生の皆さんがＴＡ等候補に登録し、希望する授業科目とうまくマッチングすれば、ＴＡ等業務をお願いすることに

なります。令和４年度から新しい制度が始まります。新しいＴＡ制度については、参考資料をご覧ください。 
教育補助活動に意欲のある学部生および大学院生の皆さんの登録をお待ちしています。 

 募集期間 

川内北ｷｬﾝﾊﾟｽ開講の全学教育科目の授業 

（自然科学総合実験・情報とデータの基礎のＴＡは別途公募いたします） 

 時   給 

 勤務期間・勤務時間数 等は、担当する授業により異なります。 

  【勤務実績の一例（令和３年度前期採用者）】 

  令和３年４月１日～令和３年８月３１日  火曜日１３：００～１４：００（１時間）×１０回 ＝ １０時間 

 登録方法 

●登録後、必ず採用になるとは限りません。あらかじめご了承ください。 

●ご登録いただいた個人情報について、ＴＡ等を必要とする教員には、まず登録者の 
「所属・専攻」「研究内容」「希望科目・時間帯」のみ開示し、ＴＡ等採用を希望する 
教員からの申し出があった場合に限り、個別に「氏名・連絡先」を開示します。 

次の（１）～（４）を明記のうえ、 

全学教育実施係ＴＡ担当 kyom-ta@grp.tohoku.ac.jp 宛にメールをお送り 
ください。メールのタイトルは「全学教育ＴＡ等候補者登録」としてください。 
その後、登録用チェックシートをお送りしますので、希望する科目・時間帯等を 
記入のうえ、メールにて提出していただきます。 

（１）氏名 

（２）学籍番号 

（３）連絡のつきやすいメールアドレス 
（４）携帯電話番号 

シラバス URL：https://www.srp.tohoku.ac.jp/sa_qj/top.do（ログイン不要）            

新規開講科目のシラバスは、参照できない科目もあります。 学務審議会教務委員会 

    全学教育科目ティーチング・アシスタント等候補者登録に関するお問合せは、下記へお願いいたします。 

    東北大学 教育･学生支援部 教務課   全学教育実施係 （ＴＡ担当）             

                     T E L  : 022-795-7558     E-MAIL : kyom-ta@grp.tohoku.ac.jp 

 留意事項 

令和４年２月２日（水）～令和４年２月１８日（金） 

 対象（応募資格） 

https://www.srp.tohoku.ac.jp/sa_qj/top.do%EF%BC%88%E3%83%AD%E3%82%B0%E3%82%A4%E3%83%B3%E4%B8%8D%E8%A6%81
https://www.srp.tohoku.ac.jp/sa_qj/top.do%EF%BC%88%E3%83%AD%E3%82%B0%E3%82%A4%E3%83%B3%E4%B8%8D%E8%A6%81


 

参考資料 

東北大学 新しい TA 制度について（概要） 

１. 「新しい TA 制度」における段階別 TA の位置付け

BTA TA TF 

正式名称 ベーシック・ティーチン

グ・アシスタント 

Basic Teaching Assistant 

ティーチング・アシスタン

ト

Teaching Assistant

ティーチング・フェロー

Teaching Fellow

対象学年 学部 3〜4 年生 学部5～6年、大学院博士前

期課程以上  

大学院博士後期課程以上(含

ポスドク) 

育成する 

能力 

教育指導能力（教員目線で「教え

る」ことを経験する）  

教育指導能力 (授業の補助業務を

通して「教える」ことを経験す

る) 

教育指導能力（授業計画・実施

に参画し、主体的に「教える」

ことを体験する） 

担当業務 教員の監督のもと、授業運営に

資する補助的業務を担当する。  

教員の監督のもと、授業運営に

資する補助的業務や教員と学生

とをつなぐ学習支援活動を担当

する。  

教員の監督や指導のもと、授業

の計画・実施・成績管理の一部を

教員とともに実施する。 

担当教員が授業を変革すること

を補助し、変革後の授業を一部

担当する。 

応募要件 採用後にオンデマンド (OD)コ

ンテンツ（入門）を受講する。内

容は基礎的なものとし、BTA とし

ての心構え、守秘義務等の倫理

的な観点とする。

採用後にODコンテンツを受講す

る。内容は大学教育ならびに東

北大学の教育活動支援者に必要

な知識とし、かつ TA としての心

構え、守秘義務等の倫理的な観

点とする。  

TA 経験を有し、かつ高度教養教

育・学生支援機構が提供する

プログラム等＊１の修了者とす

る。  

全学TF情報交換会（勤務外）＊2

に参加する。 

業務内容 別紙のとおり 

業務時間 

担当授業時間・準備時間 

担当授業時間・準備時間（講

義資料の作成、授業実施準備、

成績管理等の時間を含む） 

業務管理 BTA および TA：勤務時間確認書の提出 TF：勤務時間確認書の提出  

教員：報告書の提出(主として

全学教育科目の場合)

配置対象科目 開講を管理する各部局・各審議組織の裁量による。

単価 
1,000 円／時 

学部5～6年・修士：1,300 円／時 

博士：1,500 円／時 

博士：2,000 円／時 

ポスドク：非常勤講師相当 
＊１ 高度教養教育・学生支援機構が提供する大学教員準備プログラム(PFFP)もしくはTF研修（７月と１月に実施） 

＊２ TF同士で授業改善にかかる相互の情報交換会(９月と２月に開催) 



 

２. 段階別 TA の業務内容

業務内容 BTA TA TF 

授

業

前 

1. 教員との事前打ち合わせ ◯ ◯ ◯ 

2. 授業で使用する各種教材の印刷 ◯ ◯ ◯ 

3. 授業で使用する各種 ICT 機器の準備 ◯ ◯ ◯ 

4. 実験機器の準備や設定（設置・片付け）、試料の調製 ✕ ◯ ◯ 

5. 教員の監督のもと、講義資料、レジュメ、演習問題等を作成 ✕ ◯*1 ◯*1

6. 教員の監督のもと、試験問題やレポート課題を作成 ✕ ✕ ◯*1

授

業

中 

7. 出欠（遅刻・早退を含む）の確認・管理 ◯ ◯ ◯ 

8. 授業で使用する各種教材の配布 ◯ ◯ ◯ 

9. 授業で使用する各種 ICT 機器の操作補助ならびに学生への操作指導 ◯ ◯ ◯ 

10. 授業内容や課題に関する学生の質問の受付 ◯*2 ◯ ◯ 

11. 授業内容や課題に関する学生の質問への対応ならびに個別指導 ✕ ◯ ◯ 

12. 教員の監督のもと、実験機器の使用方法や実験のﾃﾞﾓﾝｽﾄﾚｰｼｮﾝを実施 ✕ ◯ ◯ 

13. 教員の監督のもと、ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ等のﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰを担当 ◯*2 ◯ ◯ 

14. 教員の監督のもと、フィールドワークの事前指導や引率を担当 ✕ ◯ ◯ 

15. 教員の監督のもと、各種課題や解答用紙の回収 ✕ ◯ ◯ 

16. 教員の監督のもと、試験時の監督補助 ✕ ◯ ◯ 

授

業

後 

17. 出欠を集計し採点 ✕ ✕ ◯ 

18. 教員の監督のもと、各種課題や解答用紙の整理・点検 ✕ ◯ ◯ 

19. 教員の監督のもと、担当教員作成の成績基準（ルーブリックや模範解答） 

に基づき、各種課題や解答用紙の予備採点
✕ ◯*3 ◯ 

20. BTA や TA への指導 ✕ ✕ ◯ 

科

目 
21. 教員の監督のもと、全学教育科目の授業の一部を担当 ✕ ✕ ◯*4

 その他、授業担当教員が必要とする職務で認められたもの。 

注  
＊1

 教員の最終確認を必須とする。  
＊2

 全学教育科目に限定し、教員の指示を仰ぐこととする。担当教員による適切な研修も必須とする。  
＊3

 採点する課題の種類（例 小テスト、レポート、最終課題等）については、担当教員の裁量による。 
＊4

 教務委員会の審査において必要が認められた場合に全授業時間数の3分の1程度を上限とする。 

（例：90分授業の場合30分程度） 

禁止事項 

・担当授業と関係のない業務（研究室運営・学会業務・個人的な相談・学生への研究指導や添削など）

・あらかじめ定められた従事予定時間以上の業務



別紙１

TF採用予定教員  

TF応募学生のみなさんへ 

令和４年４月から新しいティーチング・アシスタント制度が始まります。新しい

ティーチング・アシスタント制度では、新たに「ティーチング・フェロー（TF）」の

制度を設けました。TFは、教員の監督や指導のもと、授業の計画・実施・成績管理

の一部を教員とともに実施することで、教育指導能力を育成します。

TF として採用されるためには、以下講座のいずれかの受講が必要となりますの

で、希望する場合は受講の申し込みを行ってください。また、TFとして採用された

後は、全学 TF情報交換会（令和４年度開催予定）への参加が必須となります。 

２０２２年度 TF応募者向け講座 

TF研修 

事前の動画(ｲﾝｽﾄﾗｸｼｮﾅﾙ・ﾃﾞｻﾞｲﾝ他)視聴と対面でのグループワークによる授業と学生対

応について学び合います。 

実施時期：2月中旬ごろ 

実施形態：半日間の集中形式＋事前学習 

申込方法：HPより申込 ※準備中 

大学教員準備プログラム（PFFP） 

プログラムを通じて自己省察力を養い、豊かな大学教育観を育むとともに、様々な分野

の仲間とともに学び、大学教育に対する視野を広げ、大学教員に求められる能力や知識、

実践力を身につけます。 

実施期間：2月 28日～3月 4日  

実施形態：オンライン（２回）と対面（２回）  

申込方法：HPより申込（2/15申込〆切） 

※１ 次年度以降の「指定する講座」情報については、決定次第その都度通知します。

※２ 過去に PFFP を修了している場合は応募要件を満たしていることとなります。

修了者には修了証を発行していますので、採用手続きの際に提示してください。 

https://www.ihe.tohoku.ac.jp/CPD/pffp/pffp_2021-2/
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